
遠軽地区地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

①清里線：年間の１日あたり乗車人数 ４０人／日、年間収支率１７．０％以上
②町内循環線：年間の１日あたり乗車人数 ７０人／日、年間収支率２５．０％以上
③社名淵線：年間の１日あたり乗車人数 ６人／日、年間収支率 ２．０％以上
④瀬戸瀬温泉線：年間の１日あたり乗車人数 １０人／日、年間収支率 ６．０％以上
⑤計呂地・中湧別線：年間の１日あたり乗車人数 ２８人／日、年間収支率０．７１％以上
⑥三里浜線：年間の１日あたり乗車人数 ３６人／日、年間収支率０．２２％以上
⑦ふれあいバス遠軽線：年間の１日あたり乗車人数 １９人／日、年間収支率２．７％以上
⑧ふれあいバス北見線：年間の１日あたり乗車人数 ２１人／日、年間収支率２．７％以上

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

〇令和７年６月２日（令和７年度第１回目）
令和６年度決算報告・令和７年度歳入歳出予算（案）、令和
８事業年度地域公共交通計画認定申請について及び北海
道オホーツク地域等公共交通利便増進実施計画【遠軽町・
湧別町・紋別市方面】（案）について
〇令和７年９月８日書面開催（令和７年度第２回目）
遠軽地区地域公共交通計画の変更について及び令和８事
業年度地域公共交通計画認定申請の変更について
〇令和８年１月７日書面開催（令和７年度第３回目）
遠軽地区地域公共交通計画進捗状況等について、地域公
共交通確保維持改善事業費補助金に係る事業評価について令和７年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

遠軽地区は北海道オホーツク管内の中央部に位置し、遠軽町・湧別町及び佐呂間町の３町で構成
されており、これまでは各町において、地域公共交通に対し施策等の推進を進めていたが、財政負
担の増加も今後見込まれることから、より効率的かつ利便性の高い広域的な公共交通網の構築を
行うため、既に消防・ごみ処理等の広域連携が進められ、経済面や生活面における関わりが強く、生
活圏を共にする３町が連携し、地域住民や来訪者にとって利便性の高い地域公共交通網を維持・確
保するとともに、各町の地域公共交通の方向性を定めることを目的に、令和５年６月に協議会を立ち
上げ、令和６年４月に遠軽地区地域公共交通計画を策定した。
遠軽地区の生活交通ネットワークを確保するためには、各種交通機関が持つ運行特性や役割に基
づき、相互に補完しあうことが必要であり、特に地域間幹線系統に接続する地域内フィーダー系統路
線については、地域内生活交通のうち、公共交通空白地域の解消を担う支線路線を運行する役割で
あることから、地域公共交通確保維持事業を活用し、安定的に確保維持していくことが必要である。

①清里線：遠軽～生田原～キララン清里
②町内循環線：遠軽～西町・岩見通・学田団地～遠軽（西町廻り）、遠軽～学田団地・岩見通・西町～遠軽（学田団地廻り）、遠軽～岩見通・学田団地・西町～遠軽（岩見通廻り）
③社名淵線：遠軽（役場前）～留岡・社名淵～千代田
④瀬戸瀬温泉線：遠軽（役場前）～西町・瀬戸瀬～瀬戸瀬温泉
⑤計呂地・中湧別線：さざ波（湧別）～芭露～19号線
⑥三里浜線：湧別～アサリ浜～竜宮台
⑦ふれあいバス遠軽線：佐呂間バスターミナル～若佐～遠軽厚生病院
⑧ふれあいバス北見線：佐呂間バスターミナル～若佐～北見日赤病院

地域公共交通の現況

〇ＪＲ石北本線（白滝駅、丸瀬布駅、瀬戸瀬駅、
遠軽駅、安国駅、生田原駅）

〇北海道北見バス(株)（湧別線、紋別線、町内循環
線、清里線）

〇北紋バス株式会社（紋別線）
〇町営バス（遠軽町４路線、湧別町７路線、佐呂間
町９路線）

〇ハイヤー・タクシー（５社）



令和７年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

〇令和６年４月 ３町における遠軽地区地域公共交通計画を策定
〇遠軽地区地域公共交通計画に基づき利用者ニーズに応じた運行経路、停留所の位置及び運行ダイヤの見直しに向けた
各種検討や事業者等との調整を実施

２

２）運行系統

【清里線】

【町内循環線】



３

２）運行系統

【社名淵線及び瀬戸瀬温泉線】 【計呂地・中湧別線及び三里浜線】

【ふれあいバス遠軽線及びふれあいバス北見線】



４

３）利用実績及び収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 960 1,038 1,263 967 1,752 941 1,012 1,016 976 1,106 1,078 1,024 13,133

R7年度 1,211 1,069 1,231 1,314 1,060 1,086 1,334 1,143 1,131 1,326 1,017 740 13,662

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 1,759 1,992 2,868 2,572 5,914 1,939 2,693 2,117 2,047 2,026 1,952 2,085 29,964

R7年度 2,254 2,338 3,238 3,010 2,868 3,072 2,540 2,477 2,522 2,576 1,855 1,279 30,029

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 40 60 80 88 84 81 34 32 50 23 37 35 644

R7年度 41 52 95 82 108 66 31 35 30 33 38 46 657

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 186 224 276 182 330 197 171 167 178 211 193 177 2,492

R7年度 241 201 225 239 185 183 258 211 204 246 184 205 2,582

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 272 302 382 413 929 291 335 282 264 235 263 268 4,236

R7年度 314 324 457 402 377 395 332 317 317 332 235 299 4,101

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 4 4 8 6 8 5 3 3 7 3 5 5 61

R7年度 4 4 10 5 10 9 7 3 4 5 5 7 73



５

３）利用実績及び収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 35 35 38 36 31 37 32 27 31 28 36 31 397

R7年度 34 36 44 35 40 44 37 38 28 32 34 35 437

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 18 16 10 8 6 17 10 17 13 10 30 23 178

R7年度 14 16 15 22 17 12 8 27 18 15 39 20 223

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 1 1 13 0 0 13 0 1 14 1 15 1 60

R7年度 0 15 0 0 14 1 2 13 0 15 2 3 65

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 633 643 545 346 471 476 599 738 686 702 555 688 7,082

R7年度 727 669 647 459 594 587 721 848 814 801 683 884 8,434

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 1,129 943 855 586 1,010 717 750 949 974 815 556 894 10,178

R7年度 1,065 925 852 546 874 722 848 797 841 781 479 851 9,581

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 210 226 268 226 175 244 221 191 191 175 206 215 2,548

R7年度 222 233 306 239 243 262 235 241 179 214 218 210 2,802



６

３）利用実績及び収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 229 243 263 211 207 221 197 216 211 209 213 202 2,622

R7年度 226 196 236 216 229 222 260 225 245 204 195 247 2,701

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 100 99 110 90 86 91 79 86 86 85 88 80 1,080

R7年度 94 75 97 88 98 90 107 93 100 83 82 98 1,105

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 94 78 75 61 76 78 85 72 63 67 87 71 907

R7年度 103 73 85 70 71 80 71 68 83 74 80 85 943

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

R6年度 239 185 183 148 184 194 210 173 154 167 207 165 2,209

R7年度 241 174 196 156 160 174 167 153 159 170 185 168 2,103



６）目標・効果達成状況

７

７）事業の今後の改善点

〇三里浜線及びふれあいバス北見線を除く全路線については、前年
度の乗車人数から増加しているが、目標達成までには至っていない。

〇これには、新型コロナウイルス感染症まん延時に生活スタイルの変
化等によって減少した乗車人員が、以前の水準まで戻りきらないこ
とと併せて、人口減少により日常的にバスを使用する人員が減少し
ていることが考えられる。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・一部の目標は達成することができなかったが、今後も地域
公共交通計画に基づき、利用促進策の取組を継続すること
を期待する。
・持続可能な公共交通を維持する観点から、公的負担額とい
った事業効率の改善につながる目標を設定することもご検
討いただきたい。

〇計画とおりの運行がなされ、適切に事業は実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果

年間収支率
目標／実績

１日あたり
平均乗車人数
目標／実績

系統名

17.0％以上／13.5％40人／37.5人①清里線

25.0％以上／21.0％70人／82.5人②町内循環線

2.0％以上／0.78％6人／1.3人③社名淵線

6.0％以上／3.2％10人／7.7人④瀬戸瀬温泉線

0.71％以上／1.11％28人／23.3人⑤計呂地・中湧別線

0.22％以上／0.28％36人／26.5人⑥三里浜線

2.7％以上／2.0％19人／18.7人⑦ふれあいバス
遠軽線

2.7％以上／2.5％21人／22.3人⑧ふれあいバス
北見線

〇路線の維持及び確保に向け、町民ニーズを的確に捉え、
沿線地域やバス事業者など関係団体と連携を図り、必要
に応じて路線や時刻表の見直しを行うとともに、利用促進
の取り組みを検討する。

〇利用方法や乗換案内等について周知・情報提供に関する
取り組みを実施し、利用者の増加へつなげていく。

〇運行内容の見直しに併せて、公共交通マップやHP内の時
刻表の更新を行い、町民に対して情報提供を随時実施す
る。


